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The error日 dueto an estim司tedposition are given their solution by p10七.tinga position 

line; that is， the azimuth of a heavenly body is got七enby Fig. 3， while七heinもerceptis got七θn

e司自ilyhy compn.ring 出eca1culated altitude (mer. alt. -revised value) with the observed 

altiもude.

緒 員

子午線高度緯度法は緯度を求むる最も簡撃君主h法であるが、諸種。事由により、子午線高度観測不

可能なる場合、又はその懸念ある場合に天龍を子午棋附近に於て観測して緯度を求むる、所謂傍子午

線高度緯度法によるのが普通で、ある。この方法に於て一般に用いられてゐるのは、その親測高度を子

午線高度に引直して緯度を求むる明謂 CH空改lEによるものである。と Lに介づ子γ鵠高度緯度法に

よればlEしい緯度が求め得られるのであるが、傍子午椋高度緯度法は必十しもさうで友いととを銘記

したい。

第1に改.iEfl直を求むるに営って、推定位置。緯度、程度を使用してゐるとと。

第2に改正値を CH2としたとと、叉 CH2の佑は近似計算によって得られたものであるとと、が

誤差を含む原因である。

叉一般に CH2(!J行い得る範固として、ある限界を時角に設けてゐる様であるが、それは第2の改

正値を CH2としたととより生歩、る誤差に許容範園を設けた迄のととであって、その範圏内で行えば

絶封的に正しいというのではないととは諭を侠たない。叉との票(;I'L就て賓用上問題にたるのは、折角

曙大な CH2表をもち乍ら、使用限界を定め徒らに使用償値を縮少する嫌いである。

此等Zコ里占に闘し一般に用いられてゐる積成舎刊行の航海表掲記の範園、即ち時角<61m，改正量<

131' I'L就て考えて見たいとJ思う。

2 CH2値の補正

1. 改正量を CH2とするととに就て

今時角Hのときの高度を弘子午線経過のときの高震を flro'天頂距離=zo=90
0

ーぷ=1-dとすれば

自i日 a=cosz=cos (1-d)-2 cos 1・cosd ・sin2Hf2
とLに 2cos 1・cosd ・sin2H!2==y とおけば C03Z == C03 Zo -Y即ち zは y0画数で、之を
z=f (y)と&き、級数に展開ナれば

2ωs 1・cosd ~.~~ n ..，.. ..1 cos 1・co日d¥2 
z=zo+ ~ ・sin2H[2-2(一一一一一一¥-cot zn・sin4H'2 

日111z_ Sln z ノ"

( cos1・co倍 d¥s 
十43l siE1人 ) (1+3 coも2Zo)・sin6Hβーーー--------・

hは小なる故、日in.H/2=Hf2自in1m とゐける (Hの皐位は 1m)。之によ P第2項は

0.'032i2 co日 1・cosd ・H2
sln z。

となる。之が一般に言われてゐるところοCH2である。此0記読を用いて第3項以下を書き表わし

て見ると
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向。 =a十CH~ -0.'000145 七官九九 C~H4 +0.'0000000141 (1十3t'l，Jl~f1o) C3 H6 

となる。叉天龍が極下子午線の近傍に在る場合は

l1oC=I1-CH2 -0.'000145もl九九。 C2H4_0ノ0000000141(1+3七九九2110)C3 HG 

で、ある。此式に於亡一般に C2H4の項以上は小なりとして省暮してゐるのであるが、その値は如何

程であるかを H三60瓜， CH2く‘31'の範圏内に於て各緯吏 (1)，赤緯 (d)，時角 (h)に就て見れば、第

1表、第2表、第3表及び第4表。如くである。

此等の表に見る如く、時角の噌大によって誤差法激省するもので、ある故、時角。大さに~じ相営。

誤差を費悟せねばならない。
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2.誤差

前述<ÐOH~ ， 02H4， 08HGの値を観測時の測得高度に加減して子午縁高度を求め、買の子午線高度と

比較Iて見ると大瞳そρ差は O匂以下‘であって、そ0範圏内に於て正しいというととが出来る。そ

ο誤差。原因は緒言。第2後宇に記しておいた近似計算によるのと、 04H8 項以下ο省略によるも

のであるが、観測高度。精度と賓際という賭よ P見て、との程度。該差は許容さるべきで、あると考え

る。近似計'f/fによる誤差を参考迄に掲げれば第5表。如くである。と LにL1il.tはOH2による佑即ち

0.03272 cos 1・cosd ，L "'，，.，，， cos 1 cos d 
一一一. ・H2， L1f/，.は 6876ー←ー.一一一日in2H.'2の値でるる。
自1nZo 日111Z。

3. 慮理法

CH2の値は航海表より求め残りの C2H4，OQ-!6 i0項は共鵠軍表によるのが便利である。 とD

02H1の項は 0，H 8{[宜の大なるとき是非考慮すべき問題である。 Fig.1 (A)は 0.'0001450z H 4 

tftll 11。の値~ 90>九。>60に就て求め、 Fig.1 (B)は同じく DO
o
>ao>20。に限定して利用に使なら

しめた。叉 Fig.2は 0.'0000000141(1+3hn2aJ 03 HGの値を求めるためのものである。

3 推定経緯度の合U誤差よ b生ずる諜差

1.説差

2に述べたるととろは系統的な誤差であって、之は除ムするととが出来たのである。長jJち疋しい経

緯度を用い傍子午線高度緯度法を行えば、上記の如くして緯度を求むることが出来るοでるる。虞が

一般に親測地<DIEしい位置は分ってゐないのであるから、賞際問苗として要求されるのは誤差を含む

経緯度を使って如何に慮理するかで、ある。 OH2構成式iC見る如くその位置に誤差のある限り、求め

tc緯度には首然誤差が含まれる。その内推定緯度の誤差に影響される量は僅少でるって、、而も新に求
め得た緯度を推定緯度として算式に代入し計算を繰返せばEしいものが求め得らる Lも技定程度の誤

差は本質的に前賓と異なり、改正値の中に2乗、生乗といった形で入ってくるのであって、その箆響

は前者に比し大であれ市もlEしい経度が分らぬ限り如何ともな[難いもDでるる。換言すれば傍子

午棋高度緯度法より得られた緯度は特定の軽度に到する緯度であって、推定経度を費える毎に異った

緯度が得られる臼である。

z=z。士CH2-0.ノ000145もrm110 C2H4土0.'0000900141(1 + 3 ta1l2 aJ 03 H 6 

・に於て C を COllstftlltとし Htc就て徴介すれば時角の誤差による緯度。誤差が見られる。即ち

{:J:20H -0の0058t九九向。・ 02・H3 ::tO.'0000000846 (1-t 3 ta:12 aol 03 H 5} L1H 

である。

2. 島理法

前越の如く傍子午繰高度緯度法では特定の経度に封する緯度が求められる丈であるが、次の事は言

いうる。 Hの費化による高度の誤差が小なる場合、即ち C，H の値のノj、なる場合には経度の誤差に

よる緯度の誤差は小なる故求むるものと見倣し得る。位置。線に就ていえばそれが略々東西に走って

ゐる場合は経度。誤差による緯度誤差は小であって、そ0方向が東西に近づけば近づく程誤差はノj、と

なる。今程度。誤差を L1L，天韓ρ方位を Z，緯度ο誤差をL11とすれば L11=L1L・cos1・tftnZな

る開係がある。今f民に L1L.cos 1を 5'として見ればL11が O.匂となる0 は Zが5汀の時であP

と0程度ならば賓用上差支ないと思う。

共に一般的に L特にZo大なる時であるが)考えれば前述。如く軽度。判らぬ限り傍子午線高度緯
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度法によって緯度は求められないのであるから、強いて緯度を求めようとせ歩、位置。鯨を求め他。

位置。棋と組合せて舶{立決定を考えるべきである。

位置ο線を求むるには、 (1)推定位置を爽み其の東西に 2 つο程度を候定し、此笥~C)程度に到する緯

度を求め、そ02離を結んで所要のもοとする法。 (1)'CH2， --ー改正により 2つの経度に封ナる緯度

を求め、その 2黙をと結んで位置の線とする法。 (2)推定経度を用い緯度を求むると同時に翻測時の天憧

:方位を算出し求めた黙を通って天飽か位に垂直な直線をヲIく方法。 (3)修正差と天瞳方位より求むる方

法。が考えられるのであるが、(1)， (2)，閣は何れも煩雑にして計算に手数をと要ナる嫌いがある。叉(1)'

は求めた緯度を使って改11:を繰返す煩らはしさがあるコ主主に於て筆者等はCH2改正による修正差法を

考えて見た。即ち草E測位置(推定)に於ける子午線高度は容易に判るからとれJに CH2，C2H4 C3H6 

(星雲す机ば)の改五を施せI王朝浪IJ時に於ける計算高度が求められるから、之と観測高度により修正差を

求める。一方方{立を求めとの雨者‘ε以て位置。線を決定する。 ζの場合方位は Fig.3 に掲げた園表
によ P容易に求めらる。一例を奉げれば推定緯度 100S，赤緯 0。，時角 20m，測高度目。'55ノOなると

きの位置の棋を求むるに

CH2 =74.'2 (CH2表より)， C2H4=-!.'6 (Fig. 1より)， C3H6=0.勺 CFig.2より)，

.・..1日ニ70.'2，...計算高度=7b049沿.・.修五差=5.包十 方位=N26.
0
3W (Fig.3より)

となる。

4 結 1=1 

以上 CH2を使って緯度を求めてゐる慣習に封し系統的なもθ と偶成性のものとに就いてそ¢誤差

及び庭理法を考えて見た。海上買務iこ携る入に傍子午線高度緯度法に就て一考願えれぼ幸甚と思う次

第である。
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